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 ◇◇◇◇ 日本臨床検査技師連盟だより ◇◇◇◇     

経済財政諮問会議｢骨太の方針｣示される  

小泉首相の聖域なき構造改革の御旗のもとでスタートした経済財政諮問会議

がまとめた｢経済財政運営に関する基本方針｣を６月２６日の臨時閣議で決定した。

一般に言われる骨太の方針が閣議決定したことから、２００２年度の予算編成に

向けた医療制度改革、高齢者医療制度等についても詰めの作業が開始されること

になる。  

｢骨太の方針｣のなかで、急速な少子高齢化社会が進展するなかで、これまでの

規制・慣行や制度を根本的に改革して、グローバル化に即した明確なルールと自

己責任原則を確立して、自らの潜在力を高め、市場の障害物や成長を抑制するも

のを排除し、努力した者が報われる社会を作ることがうたわれている。  

医療については｢医療サービス効率化プログラム(仮称 )｣等が推進されることにな

るが、医療機関経営の近代化・効率化において、株式会社による病院経営などを

含めた経営に関する規制見直しが検討されることになる。政府部内においても

｢総論賛成｣｢各論反対｣の声があり、今後この問題についての綱引きが参議院選挙

後に展開される。株式会社が病院経営した場合は、経済的側面から検査室の再構

築が問われることにもなりかねない重要な問題である。プログラムの主なものは、

次のとおりとなっているので紹介する。  

 

１ 医療サービスの標準化と診療報酬体系の見直し 

  ｢根拠に基づく医療｣(EBM)の推進。国民が理解し納得できる医療サービス

の標準化を行う  

２ 患者本位の医療サービスの実現  

  患者が理解し納得して選択できる患者本位の医療サービスの実現  

３ 医療提供体制の見直し 

  病床数の削減、病院・診療所の機能分化の促進  

４ 医療機関経営の近代化・効率化  

  医療機関の経営に関する情報の開示・外部評価。株式会社方式による病院

経営  

５ 患者・保険者機能の強化  

  患者の選択による医療機関相互の競争の促進と保険者機能の強化を図る。 

６ 公民ミックスによる医療サービスの提供など公的医療保険の守備範囲の見直し 

  公的保険と自由診療との併用に関する規制の緩和  

７ 負担の適正化  

   適正な患者自己負担の実現・保険料負担の設定を行う。  
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日本臨床検査技師連盟加入状況について 
 ６月末現在での各都道府県の加入口数は次のとおりです。当連盟に賛同する方の加入をお待ちして

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 日本臨床検査技師連盟は、この７月に行われる予定の参議院議員選挙比例区では自

由民主党現参議院議員武見敬三氏を応援しています。 

 

北海道 208 石川県 1 岡山県 345 

青森県 48 福井県 5 広島県 257 

岩手県 47 山梨県 14 山口県 98 

宮城県 76 長野県 43 徳島県 49 

秋田県 29 岐阜県 57 香川県 101 

山形県 21 静岡県 5 愛媛県 104 

福島県 165 愛知県 258 高知県 34 

茨城県 158 三重県 5 福岡県 379 

栃木県 156 滋賀県 22 佐賀県 95 

群馬県 67 京都府 33 長崎県 192 

埼玉県 306 大阪府 78 熊本県 5 

千葉県 24 兵庫県 66 大分県 110 

東京都 168 奈良県 134 宮崎県 1 

神奈川県 50 和歌山県 101 鹿児島県 63 

新潟県 52 鳥取県 53 沖縄県 9 

富山県 2 島根県 55 その他 1 


